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島
本
町
に
は
、
平
成
18
年

4
月
6
日
「
流
水
と
歴
史
の

ま
ち
：
島
本
町
」、
平
成
20
年

5
月
15
日
「
歴
史
の
宝
庫
・

交
通
の
要
所
の
ま
ち
：
島
本
町
」

の
２
回
訪
問
し
て
い
ま
す
。 

 

 

今
回
は
青
葉
の
時
期
に
、
万

葉
い
ら
い
多
く
の
歌
に
歌
わ
れ

て
い
る
﹇
ま
ち
﹈
を
散
策
し
た

い
と
計
画
し
ま
し
た
。 

 

水
無
瀬
神
宮 

 

当
地
は
、
貞
観
年
間
に
惟
喬

天
皇
の
別
業
地
で
あ
っ
た
場
所
。 

そ
の
景
勝
地
に
、
後
鳥
羽
上
皇

は
水
無
瀬
殿
を
造
営
し
、
水
無

瀬
離
宮
と
称
さ
れ
て
い
た
。 

後
、
承
久
の
変
に
よ
り
、
隠
岐

に
流
さ
れ
、
崩
御
さ
れ
た
後
鳥

羽
上
皇
の
御
遺
詔
に
よ
り
、
水

無
瀬
の
旧
跡
に
「
御
影
堂
」
が

建
立
さ
れ
た
。
境
内
に
は
、
拝

殿
・
本
殿
・
桃
山
末
期
に
建
造

さ
れ
た
と
い
う
客
殿
な
ど
が
あ

る
。 

 

客
殿
は
、
豊
臣
秀
吉
が
家
臣

の
福
島
正
則
に
命
じ
て
造
営
し
、

寄
進
し
た
と
伝
え
る
建
築
物
で
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
に
も
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、

茶
室
「
燈
心
亭
」
も
あ
る
。 

「
燈
心
亭
」
は
、
に
じ
り
口
が

な
く
、
外
に
開
放
さ
れ
た
造
り

を
持
つ
、
全
国
で
も
大
変
め
ず

ら
し
い
茶
室
で
す
。 

「
夏
越
し
の
大
祓
」 

茅
の
輪
は
、
古
来
よ
り
魔
除
け

に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
く

ぐ
る
と
、
病
気
に
な
ら
な
い
な

ど
と
い
わ
れ
ま
す
。「
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
と
呼
ば
れ
る
儀
式
で
す
。 

 

昔
、
日
本
の
宮
廷
で
は
、
六

月
最
後
の
日
と
、
十
二
月
最
後

の
日
に
、
魔
除
け
の
儀
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
水
無
瀬
神
宮

で
も
年
２
回
と
お
聞
き
し
、
今

も
伝
統
を
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

水
無
瀬
神
宮
で
は
、
６
月
中
「
夏

越
（
な
ご
し
）
の
大
祓
（
お
お

は
ら
へ
）
が
奉
納
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。 

 

神
門
は
、
薬
医
門
造
り
の
門

で
、
本
柱

（
前
方
）

と
控
え
柱

（
後
方
）

の
４
本
の

柱
の
上
に

冠
木
や
梁

な
ど
を
組

み
合
わ
せ
そ
の
上
に
切
妻
屋
根

を
組
む
形
式
で
す
。 

特
徴
は
、
屋
根
の
中
心
の
棟
が
、

本
柱
と
控
え
柱
の
中
間
（
等
距

離
）
に
位
置
せ
ず
、
や
や
前
方

に
片
寄
り
、
本
柱
が
控
え
柱
よ

り
や
や
太
く
、
加
重
を
多
く
支

え
る
構
造
に
な
り
ま
す
。 

 

門
の
柱
に
は
、
石
川
五
右
衛

門
の
手
形
な
る
も
の
が
あ
る
。

五
右
衛
門
は
、
神
宝
で
あ
る
大

刀
を
盗
も
う
と
し
た
け
れ
ど

神
威
に
打
た
れ
、
一
歩
も
門
内

に
入
れ
ず
に
手
形
だ
け
残
し

て
立
ち
去
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。 

 

水
無
瀬
川 

 

万
葉
い
ら
い
秘
め
た
恋
に

か
け
て
多
く
歌
わ
れ
て
い
ま

す
。 

見
わ
た
せ
ば 

山
も
と

か
す
む
水
無
瀬
川 

夕
は
秋

と
何
思
ひ
け
む 

（
新
古
今
集
） 

高
槻
市
お
よ
び
三
島
郡
島
本

町
を
流
れ
る
淀
川
水
系
の
一

級
河
川
で
す
。 

 

水
無
瀬
の
滝 

 

天
王
山
に
源
を
発
す
る
高

さ
２０
ｍ
の
美
し
い
滝
。 

古
来
よ
り
知
ら
れ
、
水
無
瀬
川

と
も
に
歌
枕
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
滝
の
本
体
は
雨
を
つ
か

さ
ど
る
神
の
「
竜
神
」
で
あ
る
。 

 

滝
の
左
手
す
ぐ
そ
ば
に
小

さ
い
祠
（
ほ
こ
ら
）
が
あ
り
、

「
八
大
竜
王
」
「
白
姫
竜
王
」

「
玉
竜
大
神
」
な
ど
と
彫
り
こ

ん
で
あ

る
。 水

無

瀬
の
滝

は
、
水

源
を
天

王
山
西

尾
根
の

深
谷
に
発
し
、
天
王
山
断
層
に

よ
り
生
じ
た
滝
で
す
。 

宗
鑑
井
（
宗
鑑
屋
敷
） 

山
崎
宗
鑑
（1465-1553

）

は
室
町
時
代
の
連
歌
師
、 

俳
諧

師
。
滋
賀
県
の
草
津
で
生
ま
れ
、

若
く
か
ら
書
を
よ
く
し
，
将
軍

足
利
義
尚
に
仕
え
ま
し
た
。
和

歌
の
上
の
句
と
下
の
句
を
交

互
に
詠
み
続
け
て
い
く
連
歌

を
た
し
な
み
ま
し
た
が
，
そ
の

貴
族
的
な
作
法
に
飽
き
足
ら

ず
，
自
由
で
滑
稽
味
の
あ
る
庶

民
的
な
俳
諧
連
歌
を
始
め
，
俳

諧
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す 

 

関
大
明
神
社
ま
え
の
旧
家

森
村
家
は
「
宗
鑑
井
（
宗
鑑
屋

敷
）」
の
あ
る
旧
家
と
伝
わ
っ

て
い
る
。 

 

西
国
街
道 

山
崎
宿 

こ
こ
は
、
か
つ
て
は
山
城
国

と
摂
津
国
の
国
境
に
当
た
り
、

宿
駅
が
置
か
れ
ま
し
た
。
い
ま

で
も
、
Ｊ
Ｒ
駅
前
広
場
の
北
側

が
京
都
府
大
山
崎
町
、
南
側
が

大
阪
府
島
本
町
山
崎
に
別
れ
、

駅
の
構
内
を
は
じ
め
、
お
隣
、

お
向
か
い
が
別
の
府
町
と
い

う
街
中
の
国
境
で
す
。
駅
前
に

は
、
国
宝
の
茶
室
「
待
庵
」
が

残
っ
て
い
ま
す
。 

離
宮
八
幡
宮
の
西
側
に
は
、

百
余
年
の
歴
史
を
持
つ
大
き

な
料
理
旅
館
が
営
業
さ
れ
て

い
ま
す
。 

西
国
街
道
（
山
崎
道
） 

西
国
街
道
は
、
通
称
で
近
世

の
公
称
は
山
崎
通
。
宿
駅
制
度

の
整
備
に
伴
い
、
六
宿
駅
（
山

崎
・
芥
川
・
郡
山
・
瀬
川
・
昆

陽
・
西
宮
）
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。 東

寺
か
ら
西
下
し
桂
川
を

渡
り
、
久
世
・
向
日
町
・
神
足
・

下
植
野
・
円
明
寺
な
ど
の
村
々

を
通
る
街
道
を
含
ん
で
い
た
。

そ
の
た
め
近
世
の
西
国
街
道

は
参
勤
交
代
の
大
名
の
公
道

で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
庶

民
の
交
通
要
路
で
も
あ
っ
た
。 

と
い
う
こ
と
は
、
古
代
に
お
い

て
は
西
国
諸
国
か
ら
の
租
庸

調
な
ど
の
納
税
も
こ
の
道
を

通
っ
て
京
へ
送
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
。 
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「
ふ
る
さ
と
島
本
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
」
の
杉
中
宏
さ
ん
他

３
名
（
水
田
・
野
田
・
浜
田
各
氏
）

方
に
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本

当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

万
葉
以
来
恋
に
か
け
て
歌
わ
れ
た
ま
ち
：
島
本
町 

8月度行事予定 
“緑豊かな高台の文教・住宅のまち：南平台地区" 

月 日；平成２１年８月２０日（木）  
集合場所；ＪＲ高槻駅北（市バス乗り場⑤乗場） 
順 路；ＪＲ高槻駅北→平安女学院大学バス停下車→平安女学

院大学（高槻キャンパス）→ＪＲ高槻駅北 
そ の 他；１）平安女学院大学内の説明をお願いしています。 

２）一般参加者歓迎です。３）事前に見学者名簿を出します。 

7月度行事予定 

“高槻の歴史を今に伝える地域：下田部地区" 
月 日：平成２１年7月１6日（木）  
集合場所：ＪＲ高槻駅南（③乗場）１２：４５（12:48発）富田団地行き 
順 路：ＪＲ高槻駅南→下田部バス停下車→札所→一念寺→ 

天満神宮→大将軍神社→サポートセンター→阪急高槻 
そ の 他：一念寺では住職にお話をお願いしています 


